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Q. 体調不良の場合は
どうしたらいいですか？

A. 夜間の急患は寮監が
付き添い通院します。
隔離が必要な場合は
医務室を利用します。

親元を離れての寮生活は貴重な経験です。
目標を持った仲間とともに過ごす時間は
一生の宝物になります。
共同生活の中で他者を知り、お互いを理解し
認め合うことで豊かな協調性と社会性を養います。

Q. 携帯電話、
PCは持ち込めますか？

A. 保護者責任の下、
許可をしています。
中学生は就寝前に
お預かりします。

Q. 寮が閉まる時期は
ありますか？

A. 夏季休業、冬季休業、
春季休業内の一定期間で
寮を閉めて帰省して
いただいています。

Q. 昼食は学校で
食べられますか？

A. 高校生は食券で
好きなメニューを
食べられます。
中学生はお弁当に
なります。

厨房で作ってくれます。

　　　　　　いずみ　としゆき
　　　 泉　 俊行　さん　（清里町）

　非常に自由な雰囲気で過ごしやすい空間。これが光星学
園寮の１番の魅力です。共に生活している仲間たちがそれ
ぞれ部活や勉強、課外活動に高い熱量を持って打ち込んで
いるので、とても刺激を受けます。そして自然と互いを尊
重し合えるようになっていきますし、自分自身も成長できる環境だと思っています。
　寮の生活に不安を抱えている人もいると思いますが、その不安は不要です。
寮の監督の先生方は気軽に相談に乗ってくれますし、個人個人にあった的確
なアドバイスもしてくれます。私自身も何度もそのアドバイスに助けられま
した。寮だけの行事もたくさんあり、すぐに交流の輪が広がっていき、同級
生だけでなく、先輩や後輩たちとも強い絆が生まれていきます。
　昨年４年ぶりに開催された「光星感謝祭」は、北海道内各地の特産物を食べられ
るだけでなく、家族や友人とゆっくり過ごすことができた思い出に残る行事でした。
　私はこの恵まれた環境にかまけることなく、限られた高校生活を有意義な
ものにするために自調・自考を常に意識して日々生活を送っています。
　この整った環境の光星学園寮は本当にお勧めです！

寮生インタビュー

　　　　　うめざわ　しゅんすけ
　　　 梅澤　俊亮　さん　（別海町）

　僕は、光星学園寮に入って学習習慣と上下関係を身に
つけられました。こう言うとすごく厳しいのではと想像
する人もいるかもしれませんが、そうではありません。
平日２時間毎日行われる一斉学習では、普段授業で教え
てくれている学校の先生が監督に来てくれますし、質問にも答えてくれます。
だからとても心強いです。慣れるまでは大変に感じる時も正直ありましたが、
今では大切な時間になっています。そして上下関係も中学生の先輩だけでな
く、高校生の先輩も非常に優しく接してくれますので、自然と身についてい
きました。ですので毎日楽しく寮生活を送っています。
　寮の監督の先生も、時に優しく、時に厳しく僕たちを見守っていてくれて
いますので、入寮したばかりの頃は不安もいっぱいありましたが、すぐにな
くなっていきました。
　BBQやクリスマス会などの楽しい行事もたくさんあります。僕はこの環境
と親や先生方の応援を力に、夢の実現に向けて努力しています！

寮は学園敷地内にあるので通学も安心、部活や講習で
遅くなっても大丈夫。時間を有効活用して学園生活を
充実させます。

アットホームで
明るく自由な寮です

担当スタッフが心身両面を
徹底サポートします

3食完備で安心の食事と
充実メニューを提供します

寮ならではの一斉学習、
積み重ねが力になります

ボランティア活動ボランティア活動食事風景食事風景

入寮式の様子入寮式の様子

 にしだ　   そうし
西田　総嗣 さん　ステラコース卒業
大阪大学　工学部　応用自然科学科　

　寮に入って一番良かったと思えるのは常にお互い
に支え合える仲間がいたことです。特に受験勉強の
ときには勉強量と同じくらいメンタル面を安定させ
ることが大事になってくるので、このままで合格で
きるかなだとか本番で実力を発揮できないんじゃな
いかといった悩みが寮生のおかげでやわらぎました。
勉強で疲れて帰寮した後、毎日夜に友達と雑談やゲー
ムなどでバカ騒ぎしたことは一生の思い出です。また高一、高二の勉強が
疎かになりやすい時期でも一斉学習のおかげで最低限の勉強時間は確保さ
れ、学習習慣も身につくので、受験勉強をはじめる際にもスムーズに勉強
に取り掛かることができました。

卒業生からのメッセージ

令和5年度
卒業

高校

中学

 こやま　   あいき
小山　愛貴 さん　マリスコース卒業
酪農学園大学　獣医学部　獣医学類

　みなさんが持つ寮のイメージは｢管理｣｢統制｣かも
しれませんが、この寮はすごく自由です。
　もちろんルールはありますが、自分自身を高める
生活を自分で作り上げることができます。
　何よりすぐ帰宅できることで時間を無駄なく使う
ことができます。柔道部に所属していた私はほとん
どの平日部活がありましたが、寮に帰ってすぐ夕食
を食べて集中出来る状態で一斉学習に参加することができました。文武両
道は部活動も勉強も集中できる寮でないと難しいと思います。そして部活
以外で先輩と関わりができることも寮の強みだとおもいます。先輩方には
生活面、勉強面など全ての面でアドバイスをもらえます。寮で得ることが
出来る沢山のアドバンテージを生かすのも無駄にするのもみなさんの自由
です。早い期間から目標を目指して、意識の高い生活を寮で送って欲しい
です。

令和5年度
卒業

Q. 寮での生活が心配で…。

A.1学年先輩の
チューターが
入寮当初の生活を

サポートしてくれます。


